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20260426  猪高の森自然観察会  2026 年 4 月報告書 

猪高の森自然観察だより 2026・4       

開催日時：2026年 4月 26 日（日）   

テーマ：春真っ盛りの森と水辺   天候：曇り時々晴れ    

気温：最低 14.4℃、最高 23.4℃ （名古屋に 於いて） 

参加者：11 名（内 NACS-J 会員 3名） 

コース：森の集会所 → シダレザクラの里 → 北口広場  → シダレザクラの里  → 

 塚ノ杁池堤体 → 森の集会所（地図は下記の URL からみられます） 

https://www.city.nagoya.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/014/031/r40603_itakaann

aizu.pdf ） 

〇 北口広場に咲いている花をみんなで探しました。 

 参加者の皆さんと一緒にスタッフも全員で、北口広場で今咲いている花を集めてみました。 

 イネ科やカヤツリグサ科などは同定力が弱いので、若干の問題が残りますがそれでも３０種以上

が見つかり、皆で感心するやら驚くやら・・。季節でどのように代わっていくでしょう？ 

 次に列挙します（順不同） 

・オオイヌノフグリ ・タチイヌノフグリ ・アメリカフウロ ・キュウリグサ ・オオニワゼキショウ 

・カラスノエンドウ ・スズメノエンドウ ・カスマグサ ・コメツブツメクサ ・ツメクサ ・クワ 

・ツボミオオバコ ・ノミノツヅリ ・オランダミミナグサ ・シロツメクサ ・ハルジオン ・ノゲシ 

・カタバミ ・オッタチカタバミ ・クサイチゴ（葉） ・ジシバリ ・シロバナマンテマ ・スイバ ・ギシギ

シ・ヒメコバンソウ ・ユキヤナギ（実） ・カモジグサ ・ウラジロチチコグサ ・コハコベ ・トウバナ          

・トキワハゼ ・マツバウンラン ・スズメノカタビラ ・ニホンタンポポ ・キツネノボタン ・トチノキ 

・オニタビラコ 

 

 

 

 

 

 

 

 

コメツブツメクサ 
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〇スミレの仲間も新しく２種、確認しました（今回のコースにはありません。） 

 先月確認したスミレたちは花が終わり、閉鎖花を始めていますが、今月に入って次の２種が咲き

ました。他のスミレたちより、若干花期が遅いようです。 

 

 

 

ツボスミレ（別名：ニョイスミレ）は、若干日陰の湿り

気の多いところで見られました。 

アリアケスミレは棚田（谷地田）の畔道２本の東側に

群落を作っていました。 

 

 

 

 

 

 

〇すり鉢池畔のオニグルミの雌花が咲きました。（今回のコースにはありません。）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツボスミレ 

アリアケスミレ 左は花 下は棚田での姿 

 昨年はいつの間にか実が生っ

ていたので、初めて花が咲いてい

たことに気付きました。 

 今年は念願の花を観ることがで

きました。只、オニグルミは雄花

が、別の場所に垂れ下がった房状

に咲くのでそれがまだ確認できま

せん。雄花が先に咲く株と雌花が

先に咲く株があるとのことなので、

どちらの株か、今後の課題です。 

 この赤い雌しべは 10 日程で黒く

なり、目立たなくなっていました。 

（画像は、当開花株を撮影したも

のではありません。） 
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〇キリの花が咲き始めました。身近な樹の花を近くで観察できます。                         

 

「桐」は季語では「初夏」を示す言葉とされ、春

の終わりを告げる花として扱われています。 

奈良時代に中国から入ってきたと言われ（他説

あり）、中国では「鳳凰」が留まる高貴な樹と伝えら

れています。 

七十二候の 34 候にあたる「桐始めて花を結ぶ」は７月 22 日頃～７月 27 日頃を示しています。

５月の花が終わり、ラグビーボールのような実をつけますが、同時に来年の為の新しいつぼみをつ

けることを意味しています。 

昔は女の子が生まれると、桐の樹を植えて、嫁入りの時のタンスを作る材料にしたとされていま

す。材質は①湿度を調整する性質がある ②軽い ③強い ④加工し易い ⑤燃えにくい ⑥音

響性が良い など優れているので多くの加工品の材料として使われています。 

キリの花は木の上の方で咲きますが、樹高が高いために、ほとんどの場合下から見上げる事し

かできません。塚ノ杁池堤体のキリは堤体下から生えているので、ちょうどよく堤体上から観察でき

る高さになっています。 

キリの花の香りは「甘く、優しい、さわやかな香り」とされています。体験されたい方は、どうぞお

越しください。 

５月４日に撮影 まだ半分以上つぼみが残って

いました 

ひとつの花序の拡大図 
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〇4月の下見及び定例会などで観られた生き物たち（順不同、園芸種・植栽種含む、一部 1ペー 

ジ目の種類と重複します） 

・木の花 

 ミヤマガマズミ、コナラ、アベマキ、ヤナギの仲間、イロハカエデ、トウカエデ、ユスラウメ、 

ヤマモモ、 サワフタギ、ヒメコウゾ、マルバヤナギ、ゴンズイ、アズキナシ、アカマツ、ムクノキ 

 ミツバツツジ、ヤマツツジ、ミカワツツジ、スイカズラ、コバノガマズミ、モッコウバラ、タカノツメ、ム

ラサキシキブ（蕾）、カジイチゴ、センダン（蕾）、ミヤマイボタ、トチノキ、マユミ、コマユミ、ウツギ

（蕾）、クスノキ、 オニグルミ、クワ、フジ、キリ、シュロ、ヌルデ、ヤマハゼ、ヤエヤマブキ、サルマ

メ、イボタノキ（蕾）、ミヤマイボタ（蕾）、ガマズミ（蕾） 

・草の花 

 ツルニチニチソウ、シャガ、オランダミミナグサ、ニホンタンポポ、セイヨウタンポポ、カラスノエンド

ウ、スズメノエンドウ、カスマグサ、ミヤコワスレ、ウラシマソウ、ヤブニンジン、オヤブジラミ、ダッ

チアイリス、ハルノノゲシ、オッタチカタバミ、ムラサキカタバミ、イモカタバミ、ヤエムグラ、ナガバ

オモダカ、タツナミソウ、コバンソウ、ヒメコバンソウ、トキワハゼ、シラユキゲシ、トウバナ、ツボミオ

オバコ、ツメクサ、ノミノフスマ、ノミノツヅリ、キツネノボタン、ケキツネノボタン ムラサキツユクサ、

アマナ、スズメノヤリ、オニタビラコ、ヤブタビラコ、ヒメオドリコソウ、スイバ、ハナイバナ、ショウブ、

ムラサキサギゴケ、 ツボスミレ、アリアケスミレ、カタバミ、ギシギシ、

アメリカフウロ、ナガミヒナゲシ、コメツブツメクサ、 コメツブウマゴヤ

シ、ヘビイチゴ、ハハコグサ、オオイヌノフグリ、ハルジオン、ムラサキ

ケマン、ニガナ、イチョウウキゴケ、カラスビシャク、シロツメクサ、オオ

ニワゼキショウ、チガヤ、アヤメ、キショウブ、ユウゲショウ、キツネアザ

ミ 

・鳥の仲間（〇は声のみ） 

 カルガモ、アオゲラ（〇）、ハシブトガラス（〇）、ハシボソガラス、シジュウカラ、メジロ（〇）、キジバ

ト、スズメ、キビタキ（〇）、ウグ

イス、コジュケイ（〇）、シロハ

ラ、アオサギ、 

・昆虫類（種数が多いため一部

割愛させていただきました） 

 ナナフシモドキ（幼虫）、キリ

ギリスの仲間（幼虫）、トゲヒシ

バッタ、ツマグロヒョウモン、ツチイナゴ、オオスズメバチ、クロ

ハネシロヒゲナガ、イチモンジカメノコハムシ、ケラ、ナナホシ

テントウ、ナミテントウ、ツマキチョウ、ツバメシジミ、ヒメウラナミジャノメ、クロコノマチョウ、ナミアツ

バ、 シロシタホタルガ（幼虫）、マイマイガ（幼虫）、ガの仲間の幼虫（複数種）、アカガネサルハ

ムシ、ハムシの仲間（複数種）、アゲハ、キアゲハ、アオスジアゲハ、シャクガの仲間（幼虫）、クロ

ハナムグリ、ウスチャコガネ、キムネクマバチ、タイワンタケクマバチ、マルカメムシ、ホソヘリカメ

ムシ、ホシハラビロヘリカメムシ、ガガンボの仲間、オドリバエの仲間、ナミハナアブ、ホソヒラタア

シャガ 

ムクノキ の花 と

ワカバグモ 

ウグイス 
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ブ、ハグロケバエ、アオヒメヒゲナガアブラムシ 

・クモの仲間 

ワカバグモ、ササグモ、マミジロハエトリ、アオオビハエトリ 

・その他 

ヒガシニホントカゲ、カナヘビ、カワニナ、コベソマイマイ、イセノナミマイマイ、ウシガエル、ミシシ

ッピアカミミガメ、メダカ、カダヤシ 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

次回観察会は 5月 24 日（日）森の集会所集合 9：30～です。 

（雷ナウキャストにて雷発生の危険のある場合は中止） 

名東自然俱楽部の HP では毎月の猪高の森の自然観察会の紹介をしています。 

https://sizen.ciao.jp/index.html からご覧になってください。 

  （右上の自然観察グループをクリックしてください） 

＜イベントの紹介＞ 

4 月１２日（日）に竹林管理体験会が実施されました。 

この時季の「竹林管理体験会」は、「タケノコ掘り」に他なら

ないのですが、昨年は残念ながら不作でした。 

今年は打って変わって「大豊作」で、参加者の方々には、

十分満足な収穫を体験

して頂きました。 

 

アズキナシ ユウゲショウ タカ ノツメ雄 花

が 

そこにスコップをいれるっ！ 

https://sizen.ciao.jp/index.html

